
　平成26年６月26日㈭に、第27次消防審議会（消防庁
長官の諮問機関。会長・室﨑益輝神戸大学名誉教授）
の第３回会議が開催されました。

　今回の会議においては、第１に、「平成26年４月１
日現在の消防団の状況について」として、①平成26年
４月１日現在の消防団員数の速報値、②①の結果を基
にした消防団員数が相当数増加した団体など19の消防
団に対する総務大臣感謝状の贈呈、③消防団協力事業
所表示制度の導入状況、④津波災害時の消防団活動・
安全管理マニュアル策定状況について、消防庁から説
明を行いました。
　第２に、「前回会議における委員からの指摘事項に
ついて」として、①水門管理に係る安全確保、②ＮＢ
Ｃ災害に備えた消防団員に対する教育訓練について、
消防庁から説明を行いました。
　そして第３に、「『消防団を中核とした地域防災力の
充実強化の在り方に関する中間答申』（案）について」
として、これまでの会議での議論及びその後の各委員
からの御意見を踏まえた中間答申（案）について、事
務局から説明を行いました。併せて、地域防災力の充
実強化に関し今後具体化を図るべき事項（案）につい
ても説明を行いました。

　以上の説明の後、委員間での意見交換となりました。
　まず、第１の議題に関し、津波災害時の消防団活動・
安全管理マニュアル策定状況に関連して、東日本大震
災における反省を踏まえ、津波以外の災害における消
防団の安全管理についても検討する必要があるのでは
ないかとの意見がありました。
　その後、今回の中心議題である第３の議題につい
て、中間答申の取りまとめに向けた調査審議を行いま
した。委員からは、消防団の装備における情報通信機
器の重要性、ＮＢＣテロ・災害を含めた教育訓練の重
要性等、中間答申（案）に追加すべき事項についての
御意見のほか、今後調査審議が必要な事項についての
御意見も含め、幅広い御意見が出されました。
　調査審議の締めくくりとして、室﨑会長から、今回
の会議で提出された意見を踏まえて修文を行い中間答
申として取りまとめること、具体的な修文については

一任願いたいこと、という旨の御発言があり、異議な
く承認されました。（中間答申の内容については、本
臨時増刊号「第27次消防審議会「地域防災力の充実強
化の在り方に関する中間答申」」を御参照ください。）

　閉会に当たり、大石利雄消防庁長官から、次のとお
り中間答申の取りまとめに当たっての挨拶がありまし
た。
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　中間答申の取りまとめに当たり、一言御挨拶を
申し上げます。

　第27次消防審議会におきましては、昨年12月の
「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関
する法律」の成立を受けて、消防団の在り方など
地域防災力の充実強化について、２月から３回に
わたり熱心に御審議をいただき、中間答申をまと
めていただきました。室崎会長始め委員の皆様に
心から御礼申し上げます。

　昨年成立した言わば「消防団等充実強化法」は、
国、都道府県、市町村に、消防団の充実強化など
に必要な措置を講じる義務を負わせています。
　消防庁では、昨年末、直ちに「消防団充実強化
対策本部」を設置し、消防団員の確保、処遇の改善、
装備・訓練の充実強化などに取り組んでいます。
まずは消防団員退職報償金の引上げの政令改正を
行うとともに、消防団の装備基準の抜本改正とこ
れに伴う交付税措置の大幅増額を行いました。
　しかしながら、消防団員の確保については、今
年４月１日現在の消防団員数は、前年対比で約
4,200人減少しており、相変わらず厳しい状況が
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続いています。

　こうした中で、中間答申をまとめていただきま
したので、消防庁といたしましては、この答申を、
今後の消防団を中核とした地域防災力充実強化の
施策に着実に反映させてまいります。
　直ちに取り組まなければならない課題がいくつ
もあります。この答申を拠り所にして関係方面へ
の働きかけを強めてまいります。
　審議会の委員の皆様には引き続き御指導、御鞭
撻を宜しくお願いいたします。
　委員の皆様に、改めて感謝申し上げ、御挨拶と
させていただきます。
　どうも有り難うございました。

　また、室﨑会長から、消防団
等充実強化法の成立を踏まえ、
前に進めるところはどんどん進
めていくとの方針で、早急に取
り組むべき事項をまずまとめる
ことができた、今後はこれまで
の議論の中で見えてきた総論的
な課題も含めて議論し、最終答
申につなげていきたいので、今後とも各委員に御協力
をお願いしたい、という旨の御挨拶があり、閉会とな
りました。

　消防審議会においては、引き続き消防団を中核とし

た地域防災力の充実強化の在り方についての調査審議
を行うこととしており、次回第４回の会議は、９月後
半～10月前半の開催を予定しています。

　なお、消防審議会の配布資料、議事要旨及び議事
録は、消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/
neuter/about/shingi_kento/shingi.html）に掲載して
います。

【議事次第】
１　開　会
２　議　題
⑴　平成26年４月１日現在の消防団の状況につ
いて
⑵　前回会議における委員からの指摘事項につ
いて
⑶　「消防団を中核とした地域防災力の充実強
化の在り方に関する中間答申」（案）につい
て
　―中間答申（案）審議―
⑷　その他
３　閉　会室﨑消防審議会会長

第27次消防審議会（第３回）の様子

3－消防の動き 7月臨時増刊号　　　－

問合せ先

消防庁総務課　濱里、安藤、山田

ＴＥＬ：　０３－５２５３－７５０６


